
燃料電池は、環境調和型エネルギーとして注目され、様々な形式が研究
・開発されている。エネルギー効率の観点から固体酸化物型燃料電池が
注目されている。
複数セルの固体酸化物形燃料電池は、燃料及び空気を同じ方向からそ
れぞれのセルのアノード及びカソードに分けて供給するため、燃料供給装置
及び空気供給装置がそれぞれ必要になる。さらに、固体酸化物形燃料電
池は、固体電解質をアノードとカソードとで挟んだ構造であるため、接近した
アノード及びカソードにそれぞれ別個に燃料と空気とを供給するためには、燃
料及び空気の供給系統が複雑になり、小型化が困難であるという課題があ
った。
本発明は、電極層の構造を工夫したものである。燃料及び空気の出入り
をそれぞれ分離することで、スムースな流れを実現し、発電効率の向上が期
待できる。

応用例

 燃料電池車
 家庭用コージェネレーションシステム
 携帯機器用小型電源
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